
不
況
対
策
に
も
つ
な
が
る
市
営�

住
宅
の
修
繕
・
募
集
に
つ
い
て�

問�

くまがや市議会だより�(5) 21.　５.　１�

に
お
け
る
資
金
繰
り
の
命
綱
、
無

利
子
融
資
制
度
な
ど
、
制
度
融
資

を
い
っ
そ
う
拡
充
す
る
こ
と
に
つ

い
て
、
伺
い
た
い
。�

　
　
　
本
市
で
は
、
新
た
な
雇
用

　
　
　
創
出
を
図
る
た
め
、
新
規

事
業
と
し
て
観
光
案
内
業
務
委
託

事
業
ほ
か
三
事
業
に
つ
い
て
、
こ

の
制
度
の
活
用
を
検
討
し
て
い
る

と
こ
ろ
で
あ
る
。
ま
た
、
制
度
融

資
に
お
い
て
、
市
税
要
件
を
緩
和

し
た
無
利
子
融
資
制
度
の
創
設
に

つ
い
て
は
、
金
融
機
関
へ
の
預
託

金
を
は
じ
め
、
完
済
者
に
対
す
る

信
用
保
証
料
補
助
や
利
子
補
給
に

係
る
費
用
、
代
位
弁
済
が
発
生
し

た
際
の
損
失
補
償
金
の
市
負
担
分

の
支
出
等
、
制
度
融
資
の
資
金
は

税
金
が
原
資
と
な
っ
て
い
る
こ
と

等
を
勘
案
す
る
と
、
困
難
で
あ
る
。�

（
商
業
観
光
課
）�

○
そ
の
他
の
質
問
項
目�

「
保
育
行
政
に
つ
い
て
」
ほ
か�

���

高
　
橋
　
　
　
初
　
議
員�

　
　
　
①
上
須
戸
地
内
の
合
成
樹

　
　
　
脂
再
生
工
場
か
ら
発
生
す

る
騒
音
な
ど
に
よ
り
近
隣
住
民
は

十
年
以
上
苦
し
ん
で
い
る
が
、
法

律
違
反
に
対
し
、
市
は
ど
の
よ
う

に
対
処
す
る
の
か
②
廃
食
用
油
の

回
収
促
進
の
た
め
に
収
集
場
所
を

増
や
せ
な
い
か
、
そ
れ
ぞ
れ
伺
い

た
い
。�

　
　
　
①
合
成
樹
脂
再
生
工
場
に

　
　
　
つ
い
て
は
、
粉
砕
機
等
の

騒
音
に
対
す
る
苦
情
が
平
成
十
一

年
度
か
ら
継
続
し
て
い
る
が
、
こ

の
間
、
騒
音
測
定
を
十
三
回
、
文

書
指
導
を
五
回
、
更
に
行
政
の
仲

介
に
よ
る
当
事
者
間
の
話
し
合
い

も
実
施
し
て
き
た
。
今
後
も
作
業

方
法
の
改
善
や
新
た
な
防
音
対
策

の
計
画
的
な
実
施
等
に
つ
い
て
、

粘
り
強
く
指
導
し
て
い
く
。
②
廃

食
用
油
の
回
収
に
つ
い
て
は
、
市
報
、

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
等
に
お
い
て
、
廃

食
用
油
を
リ
サ
イ
ク
ル
活
動
推
進

奨
励
金
の
対
象
品
目
に
加
え
た
旨
、

周
知
を
図
る
ほ
か
、
リ
サ
イ
ク
ル

活
動
団
体
に
直
接
働
き
か
け
る
な

ど
し
て
い
る
。
今
後
も
団
体
に
よ

る
回
収
の
輪
が
広
が
る
よ
う
努
め

て
い
く
。�

（
環
境
政
策
課
）�

○
そ
の
他
の
質
問
項
目�

「
中
小
業
者
支
援
対
策
の
強
化
に

つ
い
て
」
ほ
か�

���

新
　
井
　
昭
　
安
　
議
員�

　
　
　
本
市
総
合
振
興
計
画
の
水

　
　
　
道
事
業
の
施
策
で
あ
る
安

全
で
お
い
し
い
水
を
安
定
供
給
す

る
た
め
の
水
道
事
業
の
施
策
に
つ

い
て
、
ま
た
、
県
水
の
購
入
単
価

お
よ
び
給
水
原
価
、
供
給
単
価
並

び
に
石
綿
セ
メ
ン
ト
管
更
新
の
完

了
年
度
に
つ
い
て
、
伺
い
た
い
。�

�������������

　
　
　
本
市
の
水
道
は
、
合
併
前

　
　
　
の
事
業
を
引
き
継
ぎ
、
熊
谷
、

大
里
、
妻
沼
、
江
南
の
各
水
道
事

業
と
し
て
運
営
し
て
い
る
。
こ
れ

ら
の
四
水
道
事
業
を
本
年
四
月
の

統
合
に
向
け
、
目
指
す
べ
き
将
来

像
を
ま
と
め
た
「
水
道
ビ
ジ
ョ
ン
」

と
具
体
的
施
策
と
な
る
「
水
道
事

業
基
本
計
画
」
を
策
定
し
、
厚
生

労
働
大
臣
に
認
可
申
請
を
し
た
と

こ
ろ
で
あ
る
。
ま
た
、
県
水
の
購

入
単
価
は
、
現
在
、
一
立
方
メ
ー

ト
ル
当
た
り
六
十
一
円
七
十
八
銭

で
あ
る
。
平
成
十
九
年
度
決
算
に

お
け
る
給
水
原
価
は
百
四
十
七
円

四
十
六
銭
、
供
給
単
価
は
百
五
十

五
円
三
十
一
銭
で
あ
る
。
石
綿
セ

メ
ン
ト
管
更
新
に
つ
い
て
は
、
引

き
続
き
国
庫
補
助
を
受
け
、
平
成

二
十
三
年
度
の
完
了
を
目
標
に
計

画
的
に
推
進
し
て
い
る
と
こ
ろ
で

あ
る
。�

（
営
業
課
）�

���

笠
　
原
　
秀
　
雄
　
議
員�

　
　
　
①
う
ち
わ
祭
へ
の
本
市
職

　
　
　
員
の
係
わ
り
②
祭
り
執
行

者
や
警
察
か
ら
の
要
望
③
警
備
員

に
代
わ
り
、
職
員
を
動
員
し
た
場

合
の
時
間
外
手
当
等
は
④
他
市
の

状
況
は
ど
う
か
⑤
本
市
の
取
組
体

制
を
ど
う
考
え
る
か
⑥
う
ち
わ
祭

の
将
来
に
つ
い
て
ど
う
考
え
る
か
、

そ
れ
ぞ
れ
伺
い
た
い
。�

　
　
　
①
開
催
前
の
広
報
活
動
や

　
　
　
期
間
中
の
違
法
駐
車
対
策

な
ど
、
約
百
人
体
制
で
取
り
組
ん

で
い
る
。
②
違
法
駐
車
対
策
に
係

る
要
望
が
あ
っ
た
。
③
祭
り
の
開

催
日
が
週
休
日
の
場
合
、
振
替
に

よ
る
対
応
と
し
、
通
常
の
勤
務
時

間
を
超
え
る
場
合
は
、
時
間
外
勤

務
扱
い
と
し
て
い
る
。
④｢

川
越
ま

つ
り｣

約
百
九
十
人
、｢

秩
父
夜
祭｣

約
百
人
、
「
行
田
浮
き
城
ま
つ
り｣

商
工
観
光
課
職
員
五
人
で
執
務
し

て
い
る
。
⑤
う
ち
わ
祭
は
、
旧
熊

谷
市
街
地
の
八
つ
の
町
区
が
輪
番

に
よ
り
大
総
代
を
選
出
し
、
祭
り

の
全
て
を
統
括
・
運
営
す
る
、
自
主
・

自
立
性
の
強
い
祭
り
で
あ
る
こ
と

か
ら
、
財
政
的
支
援
を
中
心
と
し

た
も
の
だ
っ
た
が
、
市
民
お
よ
び

観
光
客
の
安
全
の
確
保
等
か
ら
、

パ
ー
ク
＆
ラ
イ
ド
事
業
を
検
討
し

て
い
る
。
⑥
う
ち
わ
祭
の
発
展
の

た
め
、
執
行
者
側
の
意
向
を
踏
ま

え
て
対
応
し
て
い
き
た
い
。�

（
商
業
観
光
課
）�

○
そ
の
他
の
質
問
項
目�

「
入
札
に
つ
い
て
」�

���

大
　
山
　
美
智
子
　
議
員�

　
　
　
空
き
室
の
修
繕
を
す
す
め

　
　
　
る
こ
と
は
、
市
内
業
者
の

仕
事
が
増
え
不
況
対
策
に
も
つ
な

が
る
と
考
え
る
が
、
①
修
繕
の
計

画
は
②
募
集
戸
数
を
ふ
や
す
こ
と

に
つ
い
て
、
ど
の
よ
う
に
考
え
て

い
る
か
、
そ
れ
ぞ
れ
伺
い
た
い
。�

　
　
　
①
毎
年
度
、
四
十
戸
程
度

　
　
　
の
修
繕
を
見
込
み
、
申
し

込
み
の
多
い
住
宅
か
ら
計
画
的
に

実
施
し
て
い
る
。
②
申
し
込
み
の

状
況
等
を
勘
案
し
な
が
ら
、
空
き

室
を
有
効
に
活
用
し
て
、
必
要
な

募
集
戸
数
を
確
保
し
て
い
く
必
要

が
あ
る
と
考
え
て
い
る
。
今
年
度

か
ら
、
募
集
後
、
抽
選
ま
で
の
間

に
空
き
室
が
生
じ
た
場
合
に
は
、

募
集
戸
数
に
追
加
す
る
と
と
も
に
、

　�

水
道
事
業
に
つ
い
て�

熊
谷
市
の
観
光
事
業
に
つ
い
て�

答� 問�

答�

問�

問� 答�

答�

スポーツ熱中宣言都市・くまがや� 人権尊重宣言都市・くまがや�

公
害
行
政
の
強
化
に
つ
い
て�

答�

水道庁舎水道庁舎�水道庁舎�


